
新時代への布石
　2月23目、渋海荘では町内から愛好者が集い

「囲碁大会」が開催されました。宇宙空間のよ

うな盤上では棋士たちが最善を求めて布石を打

ちます。ほくほく線の開業など新時代に備える

『明日への布石』あなたならどう考えますか？
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平成9年度

の補助枠は60件を予定ノ

お申し込みは

5月末までに

　
へ課設建

工事着手の前に

　　　　　　必ず手続をお願いします
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平
成
五
年
度
よ
り
事
業
が
行
わ
れ

皆
様
に
大
変
ご
好
評
を
博
し
て
い
る

「
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
」
の
九

年
度
の
受
付
を
、
四
月
一
日
よ
り
行

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
克
雪
住
宅
を
新
築

ま
た
は
、
増
改
築
し
た
人
に
、
県
と

町
か
ら
合
わ
せ
て
最
高
四
十
四
万
円

ま
で
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
制
度

で
、
今
ま
で
に
五
年
度
四
十
件
、
六

年
度
四
十
七
件
、
七
年
度
六
十
二
件

八
年
度
七
十
件
で
合
計
二
百
十
九
件

の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
に
対
す
る
人
気
は
高
く

申
し
込
み
が
急
増
し
た
た
め
、
県
で

は
一
昨
年
よ
り
町
村
毎
の
補
助
枠
を

決
め
ま
し
た
。
九
年
度
の
内
示
は
ま

だ
で
す
が
、
当
町
で
は
六
十
戸
を
め

ど
に
県
に
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
県
の
指
導
に
よ
り
カ
ラ
ー

ト
タ
ン
は
耐
用
年
数
が
短
い
と
い
う

こ
と
か
ら
、
カ
ラ
ー
ト
タ
ン
を
使
用

し
た
場
合
に
は
補
助
事
業
の
対
象
と

耐雪式

●●0
9　心

静
．
憾

麟
〔

な
り
ま
せ
ん
。
工
事
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
は
、
役
場
建
設
課
に
必
ず
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
九
年
度
の
申
込
希
望
調
査
は
す
で

に
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
数
は
補
助

枠
を
は
る
か
に
越
え
て
い
ま
す
。
相

談
な
し
に
工
事
が
行
わ
れ
た
場
合
の

事
後
申
請
に
つ
い
て
は
一
切
補
助
金

は
出
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
町
外
、
ま
た
は
県
外
の
施

工
業
者
の
進
出
が
最
近
目
立
っ
て
き

て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
と
ト
ラ
ブ
ル
が

起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
も
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。
ト

ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
も
業
者
が
地
元

で
は
な
い
の
で
解
決
に
時
間
が
か
か

り
、
時
に
は
泣
き
寝
入
り
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
業
者
選
定
の
際
に
は
、
く
れ
ぐ
れ

も
「
慎
重
」
に
お
願
い
し
ま
す
。
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克
雪
住
宅
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
資
金
貸
付
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
住
み
よ
い
町
を
築

く
た
め
町
内
に
克
雪
住
宅
を
建
築
・

改
良
す
る
人
に
対
し
、
そ
の
資
金
の

一
部
を
貸
し
付
け
る
こ
と
に
よ
り
克

雪
住
宅
の
普
及
を
図
り
、
効
率
的
な

雪
処
理
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

囹
貸
付
対
象
者

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
、
建

　
築
後
、
そ
の
住
宅
に
自
ら
居
住
す

　
る
見
込
み
の
者

②
貸
付
金
の
償
還
能
力
を
有
す
る
者

③
町
税
等
を
完
納
し
て
い
る
者

④
そ
の
他
、
取
扱
金
融
機
関
の
定
め

　
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
者

囹
対
象
克
雪
住
宅
・
貸
付
条
件
等

【
融
雪
式
】

－
、
屋
根
工
事
費

　
　
　
束
．
母
屋
・
た
る
木
・
屋
根

　
　
　
葺
材
等
に
か
か
る
工
事
費

2
、
融
雪
設
備
の
設
置
工
事
費

　
　
　
発
熱
装
置
の
配
管
・
ポ
ン
プ

　
　
　
ボ
イ
ラ
ー
・
付
帯
電
気
設
備

　
　
　
及
び
、
ボ
イ
ラ
ー
室
な
ど
の

　
　
　
改
造
工
事
費

3
、
工
事
費
の
算
定
は
、

　
　
見
積
書
に
よ
り
審
査
し
た
額

【
落
雪
式
】

－
、
屋
根
工
事
費

2
、
高
床
部
分
の
工
事
費

　
　
　
基
礎
及
び
構
造
が
、
非
木
造

　
　
　
の
床
下
部
分
（
柱
・
壁
・
梁

　
　
　
床
版
）
に
か
か
る
工
事
費

3
、
工
事
費
の
算
定
は
、

　
　
見
積
書
に
よ
り
審
査
し
た
額

【
高
床
式
】

1
、
基
礎
及
び
構
造
が
、
非
木
造
の
．

　
　
床
下
部
分
（
柱
・
壁
・
梁
、
床

　
　
版
）
に
か
か
る
工
事
費

2
、
工
事
費
の
算
定
は
、

　
　
見
積
書
に
よ
り
審
査
し
た
額

【
耐
雪
式
】

1
、
一
般
木
造
住
宅
と
の

　
　
工
事
費
の
差
額

2
、
工
事
費
の
算
定
は
、

　
　
見
積
書
に
よ
り
審
査
し
た
額

【
そ
の
他
】

　
　
克
雪
住
宅
と
し
て
認
め
ら
れ
る

　
も
の
は
、
そ
の
都
度
検
討
し
ま
す
。

《
貸
付
限
度
額
》

　
貸
付
対
象
工
事
費
の
8
0
％
以
内
で

50
万
円
以
上
～
㎜
万
円
以
内
。

た
だ
し
、
貸
付
額
は
1
0
万
円
単
位
。

《
貸
付
利
率
》
　
年
利
　
認
％

《
償
還
期
間
》
　
1
0
年
以
内

《
そ
の
他
》

　
金
融
機
関
に
よ
っ
て
、
保
証
人
・

担
保
を
つ
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
》

建
設
課
住
宅
係
　
暦
七
－
二
二
二
〇

．
麟
鱗

〉
役
場
屋
上
よ
り
。

　
自
然
落
下
・
高
床
式
の

　
住
宅
が
見
え
ま
す
。

上上、3

か？

　
こ
の
事
業
は
、
冬
期
間
の
除
雪
路

線
に
お
い
て
、
克
雪
共
同
車
庫
を
建

設
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
事
業
で
す
。

囹
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
方
は
？

　
三
世
帯
以
上
が
共
同
で
三
台
以
上

の
普
通
車
を
格
納
で
き
る
克
雪
車
庫

を
新
築
す
る
方
．

「
バ
リ
ア
ー
フ
リ
ー
住
宅
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か
？

　
松
代
町
の
高
齢
者
人
口
の
割
合
は

年
々
上
昇
し
、
平
成
九
年
二
月
一
日

現
在
で
三
十
一
％
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
十
人
に
三
人
が
六
十
五
歳

以
上
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
若
く
て
元
気
な
時
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
段
差
や
急
な
階
段
で
も
平
気
で

し
ょ
う
が
、
年
を
取
っ
た
り
、
け
が

を
し
た
場
合
に
は
、
途
端
に
危
険
で

住
み
に
く
い
家
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。　

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
た
今
、

加
齢
と
と
も
に
心
身
が
弱
っ
て
き
た

と
し
て
も
ず
っ
と
住
み
続
け
ら
れ
る

住
ま
い
を
『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
』

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
い
わ

ゆ
る
重
装
備
の
高
齢
者
専
用
住
宅
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
「
バ
リ
ア
（
障
害
）

が
な
い
」
つ
ま
り
段
差
を
な
く
し
、

最
低
限
必
要
な
手
す
り
を
つ
け
た
う

え
で
、
将
来
改
造
し
た
り
設
備
な
ど

を
追
加
し
や
す
い
よ
う
な
間
取
り
の

配
慮
を
行
っ
た
住
宅
の
こ
と
で
す
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
家
づ
く
り
は
、

ま
さ
に
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
。
高
齢

期
の
自
立
し
た
暮
し
を
支
え
る
の
は

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
。
住
ま
い
づ
く
り
の
際
に
は
ぜ
ひ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
住
ま
い
づ
く
り
を

お
薦
め
し
ま
す
。

　
具
体
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
の

指
針
と
し
て
は
、
建
設
省
が
定
め
た

「
長
寿
社
会
対
応
設
計
指
針
」
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住

宅
に
す
る
場
合
、
住
宅
金
融
公
庫
や

新
潟
県
持
家
住
宅
建
設
資
金
貸
付
制

度
で
、
低
金
利
な
融
資
制
度
も
利
用

で
き
ま
す
．

囹
補
助
金
の
額
は
？

　
車
一
台
に
付
き
二
十
万
円
を
限
度

と
し
、
そ
れ
以
内
の
額
と
し
ま
す
。

囹
対
象
と
な
る
克
雪
共
同
車
庫
は
？

　
耐
雪
型
（
一
般
的
な
カ
マ
ボ
コ
型

や
自
然
落
下
型
・
高
床
落
雪
型
な
ど

に
な
り
ま
す
。
越
冬
用
の
仮
設
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
）

囹
申
し
込
み
は
？

　
農
地
転
用
、
占
用
許
可
、
建
築
確

認
申
請
等
関
係
法
令
の
届
け
出
を
済

ま
せ
た
上
で
、
事
業
開
始
三
十
日
前

に
交
付
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
建
設
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
課
住
宅
係
　
盈
七
ー
二
二
二
〇
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本
年
四
月
か
ら
消
費
税
率
が
，
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が

こ
れ
に
伴
っ
て
、
老
齢
福
祉
年
金
、

特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
者
や
、
低

所
得
の
在
宅
寝
た
き
り
老
人
、
六
五

歳
以
上
の
低
所
得
の
方
々
に
対
し
、

消費税率の引上げや地方消費税の導入などに伴疑

臨時福祉

特別給付金が支給されます。

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
支
給
対
象
者
や
支
給
の

方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

支
給
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方
は
、

申
請
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
松
代
町
役
場
に
三
月
二
十
五
日

ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
書
類
等
に
不
備
が
あ
っ
た

場
合
、
再
提
出
の
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
松
代
町
役
場
住
民
課

社
会
福
祉
係
ま
で
盈
七
－
二
二
二
〇

1臨時福祉給付金
　　　　　　　（福祉給付金）

支給対象者1人につき1万円

1

福
祉
給
付
金
は

1
　
平
成
九
年
二
月
一
日
（
基
準
日

　
に
お
い
て
、
本
年
二
月
分
の
次
の

　
い
ず
れ
か
の
年
金
又
は
手
当
を
受

　
給
で
き
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
老
齢
福
祉
年
金

　
②
障
害
基
礎
年
金
の
う
ち
、
旧
障

　
　
害
福
祉
年
金
に
相
当
す
る
も
の

　
（
年
金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド
種
別

　
（
先
頭
二
桁
）
が
「
63
」
又
は
、

　
「
2
6
」
に
該
当
す
る
も
の
）

　
③
遺
族
基
礎
年
金
の
う
ち
、
旧
母

　
　
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
に
相
当

　
　
す
る
も
の
（
年
金
証
書
の
年
金

　
　
コ
ー
ド
種
別
（
先
頭
二
桁
）
が

　
　
「
2
7
」
又
は
「
2
8
」
に
該
当
す

次
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
る
も
の
）

　
④
児
童
扶
養
手
当

　
⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当
　
㊧

　
⑥
特
別
障
害
者
手
当

　
⑦
障
害
児
福
祉
手
当

　
⑧
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

　
⑨
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
（
医
療
特

　
　
別
手
当
、
特
別
手
当
、
健
康
管

　
　
理
手
当
、
保
健
手
当
）

　
い
て
は
、
手
当
の
制
度
上
の
受
給

　
者
は
親
又
は
養
育
者
と
な
っ
て
お

　
り
ま
す
が
、
給
付
金
は
障
害
児
の

　
方
が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

2
　
上
記
1
に
該
当
す
る
場
合
で
も

㊧
⑤
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ

基
準
日
に
お
い
て
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
や
、
社
会
福
祉
施
設
に
入

所
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
制
度
か
ら
別
途
同
様
の
措
置

（
生
活
保
護
費
に
一
万
円
を
加
算
し

て
支
給
す
る
な
ど
の
措
置
）
を
と
る

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
福
祉

給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
通
所
（
通
園
）
施
設
等
で

通
所
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
や

経
費
老
人
ホ
ー
ム
等
の
契
約
が
他
の

施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
上
記

1
に
該
当
す
る
場
合
は
、
福
祉
給
付

金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ク灘難灘雛藥鞭一詳の

　　　耕蒲

「借金」であることを

　　　　　忘れずに！

　
サ
イ
ン
ひ
と
つ
で
手
軽
に
買
い
物

が
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
。
で

も
、
手
軽
な
だ
け
に
使
い
方
に
は
、

注
意
も
必
要
で
す
。

　
万
一
、
紛
失
や
盗
難
と
い
う
事
態

に
陥
っ
た
ら
、
第
三
者
に
不
正
使
用

さ
れ
な
い
よ
う
、
直
ち
に
カ
ー
ド
会

社
と
警
察
に
連
絡
を
入
れ
、
無
効
の

手
続
き
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
届
出
前

に
使
用
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
も
、

盗
難
保
険
に
入
っ
て
い
れ
ば
損
害
額

が
戻
っ
て
き
ま
す
。
カ
ー
ド
会
社
の

紛
失
・
盗
難
係
の
電
話
番
号
は
必
ず

控
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
海
外

旅
行
へ
出
掛
け
る
時
は
、
旅
行
先
の

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
も

忘
れ
ず
に
．

　
簡
単
に
不
正
使
用
さ
れ
な
い
た
め

に
も
、
暗
証
番
号
を
ひ
と
ひ
ね
り
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
誕
生
日
や
電
話

番
号
な
ど
は
、
免
許
証
と
一
緒
に
落

と
し
た
時
に
被
害
に
遭
い
や
す
い
の

で
、
避
け
た
方
が
賢
明
で
す
。

　
う
っ
か
り
し
が
ち
な
の
が
、
引
っ

4



II

介
護
福
祉
金
は

1
　
基
準
日
に
お
い
て
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
方
か
、
あ
る
い
は
平

成
八
年
度
分
の
市
町
村
民
税
所
得
割

が
非
課
税
の
方
（
ご
本
人
が
、
他
の

方
の
平
成
八
年
度
分
の
市
町
村
民
税

額
の
確
定
に
際
し
、
控
除
対
象
配
偶

者
又
は
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る
場

合
は
そ
の
方
の
当
該
市
町
村
民
税
所

得
割
が
非
課
税
の
場
合
に
限
り
ま
す
。
）

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が

特別給付金は皿

以下の方に支給されます。

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
基
準
日
に
お
い
て
、
六
か
月
以
上

（
平
成
八
年
八
月
一
日
以
前
か
ら
）

継
続
し
て
、
寝
た
き
り
又
は
痴
呆
等

の
状
態
に
あ
る
た
め
常
時
の
介
護
を

必
要
と
し
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の

方
（
昭
和
七
年
二
月
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）

②
本
年
二
月
分
の
特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

1
　
基
準
日
に
お
い
て
六
十
五
歳
以

上
の
方
（
昭
和
七
年
二
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
平
成
八
年
度

分
の
個
人
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税

の
方
（
ご
本
人
が
、
他
の
方
の
平
成

八
年
度
分
の
市
町
村
民
税
額
の
算
定

に
際
し
、
控
除
対
象
配
偶
者
又
は
扶

養
親
族
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
方
の
当
該
市
町
村
民
税
が
非
課
税

の
場
合
に
限
り
ま
す
。
）
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

2
　
右
記
1
に
該
当
す
る
場
合
で
も

福
祉
給
付
金
の
取
扱
と
同
様
に
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
に
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
．

3
　
ま
た
、
同
一
の
方
が
ー
の
福
祉

給
付
金
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
重
複
し
て
給
付
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

支給を受けるための手続きIV

を
受
給
で
き
る
方
。

2
　
た
だ
し
、
基
準
日
に
お
い
て
、

病
院
、
診
療
所
、
又
は
老
人
保
健
施

設
に
継
続
し
て
三
か
月
を
越
え
て
入

院
又
は
入
所
（
平
成
八
年
十
月
三
十

一
日
以
前
か
ら
の
入
院
又
は
入
所
）

し
て
い
る
方
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
方
、
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い

る
方
及
び
養
護
委
託
を
さ
れ
て
い
る

お
年
寄
り
の
方
に
は
、
介
護
福
祉
金

1
　
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
支
給

を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方
は
、
臨
時

福
祉
特
別
給
付
金
支
給
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
松
代
町
役

場
住
民
課
に
三
月
二
十
五
日
ま
で
に

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が

あ
る
と
き
は
住
民
課
社
会
福
祉
係
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
書
類
に

不
備
等
が
あ
り
ま
す
と
再
提
出
の
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

2
　
こ
の
申
請
書
は
一
枚
で
「
福
祉

給
付
金
」
　
「
介
護
福
祉
金
」
並
び
に

「
特
別
給
付
金
」
の
い
ず
れ
に
該
当

す
る
場
合
で
も
、
申
請
書
は
一
枚
だ

け
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

3
　
介
護
福
祉
金
は
、
福
祉
給
付
金

や
特
別
給
付
金
と
異
な
っ
て
、
寝
た

き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
に
対
す
る
在

宅
介
護
の
支
援
を
目
的
と
し
て
支
給

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
人
の
方
が

福
祉
給
付
金
や
特
別
給
付
金
の
支
給

要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
介
護

福
祉
金
に
加
え
て
支
給
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

3
　
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
円
滑

な
支
給
事
務
手
続
き
を
進
め
る
た
め

申
請
書
を
提
出
す
る
際
に
、
臨
時
福

祉
特
別
給
付
金
の
請
求
と
受
領
を
、

市
区
町
村
長
に
委
任
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
申
請
書
提

出
後
、
受
給
資
格
が
認
定
さ
れ
ま
す

と
市
区
町
村
長
か
ら
直
接
支
給
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
介
護
福
祉
金
と
特
別

給
付
金
は
市
町
村
民
税
の
課
税
状
況

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

申
請
さ
れ
る
方
は
、
税
務
関
係
当
局

へ
の
照
会
に
つ
い
て
の
同
意
書
の
記

入
若
し
く
は
課
税
証
明
書
の
添
付
を

お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

越
し
後
の
住
所
変
更
届
。
住
所
が
変

わ
っ
た
ら
、
銀
行
だ
け
で
な
く
カ
ー

ド
会
社
に
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
を
怠
る
と
、
カ
ー
ド
が
使
え

な
く
な
っ
た
り
、
新
し
い
カ
ー
ド
が

前
の
住
所
に
送
ら
れ
て
事
故
に
つ
な

が
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
、
銀
行
や

百
貨
店
な
ど
実
に
多
く
の
会
社
が
発

行
し
て
い
ま
す
。
簡
単
に
作
れ
る
か

ら
と
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
二
枚
、
三

枚
と
複
数
の
カ
ー
ド
を
持
つ
人
が
い

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
年
会
費
が
か
さ

ん
で
不
経
済
な
上
、
い
ざ
と
い
う
時

紛
失
や
盗
難
に
気
づ
く
の
が
遅
れ
る

と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

カ
ー
ド
は
余
り
多
く
持
た
ず
、
目
的

に
合
わ
せ
た
メ
イ
ン
カ
ー
ド
に
絞
る

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
最
近
は
収
入
に
見
合
わ
な
い
買
い

物
を
続
け
る
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
ホ
リ

ッ
ク
（
中
毒
）
」
に
陥
る
人
も
い
ま

す
。
呼
び
名
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
も
、
そ

れ
が
自
分
の
《
借
金
》
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
へ
‘
）

　
　
　
b

　
　
　
ヨ

　
　
　
鋸
シ

鵠
◎
．
．
隠
。
3
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平
成
9
年
度

　
　
新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
i

【
一
般
相
談
】

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
毎
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
申
し
受
け
ま
す
。

【
専
門
相
談
】

囹
法
律
相
談
　
毎
週
月
曜
日
、

　
　
　
午
後
一
時
半
か
ら
四
時
ま
で

　
　
　
　
　
相
談
担
当
　
　
弁
護
士

囹
医
療
相
談
　
毎
月
第
一
水
曜
日
、

　
　
午
後
一
時
半
か
ら
三
時
半
ま
で

　
　
　
　
　
相
談
担
当
　
内
科
医
師

囹
痴
呆
相
談
　
毎
月
第
四
金
曜
日
、

　
　
午
後
一
時
半
か
ら
三
時
半
ま
で

　
　
　
　
相
談
担
当
　
精
神
科
医
師

幽
年
金
保
険
相
談
　
毎
月
第
一
火
曜

　
　
午
後
一
時
半
か
ら
三
時
半
ま
で

　
　
相
談
担
当
　
社
会
保
険
労
務
士

囹
栄
養
相
談
　
毎
月
第
三
火
曜
日
、

　
　
午
後
一
時
半
か
ら
三
時
半
ま
で

　
　
　
　
　
　
相
談
担
当
栄
養
＋

囹
リ
ハ
ビ
リ
相
談
　
毎
月
第
三
水
曜

　
　
午
後
一
時
半
か
ら
三
時
半
ま
で

　
　
　
　
相
談
担
当
　
理
学
療
法
士

囹
税
金
相
談
　
毎
月
第
二
金
曜
日
、

ほ
く
ほ
く
線
開
業

お
便
り
2
通
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　
ス
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ヲ

　
　
親
誘
代
駅
開
業

　
　
先
人
妄
想
幾
星
霜

　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
レ

　
　
非
願
斗
争
鉄
路
光
，

　
　
汽
笛
一
声
氣
憂
．
走

　
　
慶
賀
．
隆
島
顧
代
郷
．

　
　
　
　
ニ

　
池
尻
の
室
岡
辰
男
さ
ん
が
横
浜
市

の
出
稼
ぎ
先
で
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

春
先
の
帰
郷
に
は
、
列
車
で
帰
れ
る

喜
び
を
初
め
て
作
詞
し
た
と
の
こ
と

で
す
．

　
ま
た
二
月
二
十
四
日
、
千
葉
県
在

住
で
大
正
生
ま
れ
、
二
十
数
年
間
、

陸
の
孤
島
時
代
の
松
代
に
暮
ら
し
た

経
験
の
あ
る
匿
名
の
方
か
ら
、
現
金

五
千
円
の
お
祝
い
と
と
も
に
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
陸
の
孤
島
ふ
る
さ
と
に
鉄
道

　
　
　
敷
か
れ
た
り
「
汽
笛
一
声
」

　
　
　
よ
り
百
有
二
十
年

　
吹
雪
狂
う
名
力
山
の
難
所
を

　
通
ひ
た
る
逓
送
隊
列
ま
な
う

　
ら
に
あ
り

　
お
二
人
と
も
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
お
祝
金
は
、

寄
付
金
と
し
て
処
理
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

相
談
日
程

　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

　
　
　
　
　
　
相
談
担
当
税
理
士

囹
住
居
相
談
　
毎
週
火
曜
日
、

　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

　
　
　
　
相
談
担
当
　
一
級
建
築
士

囹
健
康
介
護
相
談
　
毎
週
火
・
木
曜

　
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
相
談
担
当
保
健
婦

※
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
業
。

※
相
談
内
容
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

※
電
話
・
面
接
・
手
紙
い
ず
れ
で
も
。

　
盈
0
2
5
1
2
8
5
1
4
1
6
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
距
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塙
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄

町
体
育
協
会
の
表
彰

　
　
体
育
功
労
賞

　
　
　
松
代
高
校
、
二
月
二
十
八
日

▼男子体操団体

　代表山本慶信さん

たまにはダイヤルしてみてください

奮025－281－5550
新潟県高齢者総合相談センター

平成9年度テレホンサービスのご案内

■12月1日～12月15日

　医療機関の上手なかかり方

■12月16日～1月4日
　今からでも遅くない禁煙効果

■1月5日～1月15日
　高齢者のおしゃれ

■1月16日～1月29日

　風邪は万病のもと

■1月30日～2月15日

　確定申告について

■2月16日～3月1日　お年寄
　りの食生活のポイントその2

■3月2日～3月15日
　補聴器の選び方

■3月16日～3月3！日

　生活習慣病予防の心得

　　　　　　　　　　　　6

■8月1日～8月14日
　同居のメリット・デメリット

■8月15日～8月31日

　ホームヘルパーになるには

■9月1日～9月15日
　遺言書の作成方法について

■9月16日～9月30日

　時効について

■10月1日～10月15日

　手抜き上手は介護上手

■10月16日～10月30日

　自己破産の基礎知識

■10月31日～11月16日

　家庭でできるリハビリ

■11月17日～11月30日　　安全

　運転のための5つのポイント

■4月1日～4月15日
　取り入れよう　歩く健康法

■4月16日～4月30日
　高齢者に優しい宿に泊まろう

■5月1日～5月15日
　平成9年度の予算と暮らし

■5月16日～6月1日　お年寄
　りの食生活のポイントその1

■6月2日～6月15日
　気軽にボランティア

■6月16日～6月30日　安全で

　快適に暮らす家の中の照明

■7月1日～7月15日　高齢者
　に配慮した住まいの知恵

■7月16日～7月31日
　公的介護保険制度の概要



国指定の重要文化財県内最古の木造建築

『松苧神社』の雪降し
＿　、、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（犬伏区）

公民館より2月の活動

沖
縄
か
ら

「
善
意
の
砂
糖
キ
ビ
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
届
き
ま
し
た

　
二
月
二
十
五
日
、
沖
縄
市
の
上
原

清
善
さ
ん
か
ら
教
育
委
員
会
あ
て
に

　
『
砂
糖
キ
ビ
』
が
届
き
ま
し
た
。

　
上
原
さ
ん
は
、
十
六
年
も
前
か
ら

　
「
沖
縄
の
風
土
を
味
わ
っ
て
、
平
和

の
大
切
さ
を
実
感
じ
て
も
ら
お
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
で
生
き
残
っ
た
自

分
が
、
戦
友
の
分
ま
で
社
会
に
役
立

つ
こ
と
を
じ
な
け
れ
ば
…
。
」
と
、

全
国
約
三
千
三
百
の
市
町
村
の
う
ち

鋭
で
に
二
干
あ
ま
り
の
自
治
体
に
サ

ト
ウ
キ
ビ
を
贈
り
続
け
て
い
る
篤
志
・

家
と
の
こ
と
で
す
。
　
（
流
球
新
報
）

　
松
代
町
に
届
い
た
砂
糖
キ
ビ
は
、

全
部
で
五
袋
。
五
十
セ
ン
チ
切
長
さ
『

に
切
っ
て
あ
り
｝
袋
に
四
十
～
五
箭

本
が
詰
め
て
あ
り
ま
し
た
。
教
育
委
』

員
会
で
は
、
即
日
町
内
の
小
学
校
に

配
り
、
教
材
と
し
て
利
用
す
る
計
画

で
す
。
来
月
号
で
児
童
の
感
想
な
ど

を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
大
変
あ
り

ず
も
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
や

カ
と
う
こ
さ
い
ま
し
た
。

　
二
月
十
六
日
、
犬
伏
区
の
皆
さ
ん

総
勢
二
十
名
の
ご
協
力
で
松
苧
神
社

の
雪
掘
り
を
し
ま
し
た
。
例
年
よ
り

雪
は
少
な
く
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
作

業
は
一
時
間
程
度
で
終
わ
り
ま
し
た
。

　
二
月
八
～
十
一
日
ま
で
、
八
王
子

市
の
子
ど
も
会
総
勢
二
十
三
名
が
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
泊
ま
り
な
が
ら

ス
キ
ー
や
雪
遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
一
日
、
松
代
町
総
合
セ

ン
タ
ー
で
、
　
『
日
本
語
講
座
交
流
セ

ミ
ナ
ー
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
松
代
町
公
民
館
内
の
実

行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
近
隣
市
町

村
に
呼
び
か
け
、
日
本
語
講
座
の
事

務
局
や
講
師
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対

象
に
、
東
頸
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の

補
助
金
を
受
け
て
実
施
し
た
も
の
で

す
。
日
本
語
講
座
の
持
ち
方
に
つ
い

て
五
回
シ
リ
ー
ズ
で
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
上
越
国
際
交
流
協
会
副

幹
事
長
の
川
室
京
子
さ
ん
を
迎
え
、

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
の
当
日
は
、
川
室

さ
ん
自
身
の
手
作
り
の
教
材
を
披
露

し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
日
本
語
講
座

の
教
材
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
各
町
村
で
行
っ
て
い
る

講
座
の
情
報
交
換
を
図
り
な
が
ら
す

す
め
て
い
こ
う
と
い
っ
た
提
案
も
あ

り
、
終
始
活
発
な
意
見
が
出
て
い
ま

し
た
。
な
お
、
講
座
は
十
市
町
村
の

参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

食
糧
法
に
お
け
る
米
穀
販
売
業

　
　
　
　
　
　
　
　
小
売
業
者
の
登
録
制
度

一
、
小
売
業
の
登
録
手
続
き

《
登
録
の
申
請
期
間
》
　
一
カ
月
間

　
　
　
　
四
月
一
日
～
四
月
三
十
日

《
登
録
日
》
　
六
月
一
日

《
申
請
書
の
提
出
先
》

　
登
録
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付

し
て
上
越
農
政
事
務
所
へ
直
接
提
出

《
登
録
の
有
効
期
間
》

　
登
録
を
受
け
た
日
か
ら
三
年

《
登
録
申
請
手
数
料
》

　
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
付

◆
新
規
・
更
新
登
録

　
販
売
所
が
一
カ
所
の
場
合
、
九
千

円
、
ニ
カ
所
以
上
の
場
合
は
九
千
円

に
一
を
越
え
る
販
売
所
の
数
に
、
五

千
円
を
乗
じ
た
額
を
加
算
し
た
額

◆
変
更
登
録

　
五
千
円
に
所
在
地
が
変
更
さ
れ
る

販
売
所
（
新
設
を
含
み
、
廃
止
を
除

く
）
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額

二
、
登
録
の
要
件

◆
小
売
業
を
的
確
に
遂
行
す
る
に
た

り
る
資
力
信
用
を
有
し
て
い
る
こ
と

◆
米
穀
販
売
の
た
め
の
売
り
場
を
、

所
有
権
ま
た
は
賃
借
権
に
基
づ
い
て

利
用
で
き
る
こ
と
。

三
、
規
制
の
緩
和

◆
小
売
業
の
買
受
先

　
計
画
流
通
米
の
買
受
先
は
、
従
来

の
登
録
卸
売
業
者
の
ほ
か
、
登
録
出

荷
取
扱
業
者
、
登
録
小
売
業
者
か
ら

も
買
い
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
小
売
業
区
域

　
販
売
所
を
設
置
し
て
営
業
で
き
る

区
域
は
、
登
録
を
受
け
た
都
道
府
県

の
範
囲
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
郵
送

等
に
よ
る
注
文
販
売
や
配
達
等
は
、

登
録
を
受
け
た
市
町
村
を
越
え
て
行

う
こ
と
か
で
き
ま
す
。

◆
販
売
所
の
新
設
、
移
転

　
登
録
の
日
以
降
に
販
売
所
の
変
更

等
を
行
う
場
合
は
、
農
政
事
務
所
に

変
更
登
録
の
申
請
を
。

四
、
登
録
小
売
り
業
者
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
遵
守
す
べ
き
事
項

◆
品
位
基
準
に
適
合
し
た
精
米
を
販

売
す
る
こ
と
。

◆
袋
詰
精
米
を
販
売
す
る
場
合
は
、

精
米
表
示
基
準
に
よ
る
表
示
が
付
さ

れ
た
も
の
を
販
売
す
る
こ
と
。
ま
た

自
ら
と
う
精
し
た
袋
詰
精
米
を
販
売

す
る
場
合
は
精
米
表
示
基
準
に
よ
る

表
示
を
付
す
こ
と
。

◆
帳
簿
を
備
え
つ
け
三
年
間
保
存
。

◆
登
録
小
売
業
者
で
あ
る
こ
と
を
示

す
標
識
を
掲
示
す
る
こ
と
。

五
、
問
い
合
わ
せ
先

〒
9
4
3
・
上
越
市
本
城
町
5
r
6

　
　
　
上
越
農
政
事
務
所
　
経
済
課

　
巷
二
五
干
二
六
先
五
七
三
＆
一
一
六
先
五
合

7



松代町長選挙は

と決まりました

4月22日告示

　
　
む

　
　
靖

形▲
＠

◎

犬
勢
の
凶
々
ぎ
9
す

社
言
に
は
ル
ー
ル
か
つ
さ
己
の

誹
慶
笹

　
　
　
　
タ

　
　
　
　
際
G

乳
O蘇

『

麟
諭
．

　
平
成
九
年
五
月
十
七
日
を
も
っ
て

町
長
の
任
期
が
満
了
し
ま
す
。

　
二
月
十
日
、
選
挙
管
理
委
員
会
が

開
か
れ
、
公
職
選
挙
法
に
基
づ
き
、

四
月
二
十
二
日
⑱
告
示
、
四
月
二
十

七
日
⑪
投
票
日
と
し
て
町
長
選
挙
の

執
行
日
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
う
『
立
候
補
予

定
者
の
説
明
会
』
は
、
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

03月26日（水）

　午後1時30分より

○場所

　役場第一会議室（4階

　
本
人
、
若
し
く
は
代
理
人
の
方
の

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
関

係
資
料
は
、
立
候
補
予
定
者
一
人
に

付
き
二
部
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
筆

例
え
ぽ
車
社
会
に
翻
，
子
ー

記
用
具
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
盈
七
ー
二
二
二
〇

融
／こ

コ
は

製
車
禁
北

り

Z
・
可
よ
！

①ゆ

一

囹
こ
の
町
長
選
挙
で
新
た
に
選
挙
人

　
　
　
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
は
？

◆
二
十
歳
到
達
者
、
昭
和
五
十
二
年

四
月
二
十
八
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
。

◆
転
入
者
、
平
成
九
年
一
月
二
十
六

日
以
前
に
松
代
町
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
住
所
を
有

す
る
人
。

囹
選
挙
人
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
る
人

◆
死
亡
者

◆
転
出
者
、
平
成
八
年
十
二
月
二
十

六
日
以
前
に
転
出
さ
れ
た
人
は
、
投

票
日
ま
で
に
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
ま

す
。囹

転
出
者
は
投
票
で
き
ま
せ
ん

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
当
日
ま
で
に

町
外
へ
転
出
さ
れ
た
人
は
、
す
べ
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

槻㈲槻槻槻槻㈱㈱槻㈲㈱槻槻㈲槻㈱瞬槻㈲槻槻晩槻㈲晩㈱瞬㈱槻槻㈱㈲瞬

）藁堂
　　　　．’誓

舞緊
，1…

急
が
～
・

　
　
髪

　　　　ゆ感　魁》　　リ孝

　　　　　　　　　　　きに

鳳嚇繍蜜すも

国民年金は

20歳が

人
生
八
十
年
時
代
。

い
ま
、

スタートです

　
　
　
　
私
た
ち
は
世
界
で
一
番
の

長
寿
国
に
住
ん
で
い
ま
す
。
長
生
き

で
き
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
自
分
の
一
生
を
長

い
目
で
見
た
人
生
設
計
が
大
切
に
な

り
ま
す
。
　
「
年
金
な
ん
て
遠
い
将
来

の
こ
と
だ
」
と
、
若
い
み
な
さ
ん
は

思
う
で
し
よ
う
。
で
も
、
誰
に
で
も

　
　
　
　
　
　
小
沢
昭
一

老
年
を
迎
え
る
日
が
来
ま
す
。
ま
た

「
万
一
の
と
き
」
の
備
え
も
必
要
で

す
。　

老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
は
生

活
保
障
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
す
．

　
国
民
年
金
に
は
、
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す

る
制
度
で
す
。
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
人
以
外
は
、
学

生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
住
民
票
の

あ
る
市
町
村
役
場
で
加
入
の
手
続
き

が
必
要
で
す
．

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
よ
う
。

講
演
会

～
明
日
の
こ
こ
ろ
～

【
日
時
】
四
月
二
十
六
日
（
土
）

　
開
場
”
午
後
一
時
半
　
二
時
開
演

【
会
場
】
上
越
市
　
上
越
文
化
会
館

【
主
催
】
北
越
急
行
開
業
準
備
会

【
後
援
】
新
潟
県
・
北
越
急
行
㈱

【
入
場
予
定
】
千
五
百
人
様

【
入
場
料
】
無
料
（
た
だ
し
、
入
場

　
　
　
　
　
整
理
券
が
必
要
で
す
）

【
応
募
方
法
】
官
製
往
復
は
が
き
の

往
信
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢

と
入
場
希
望
人
数
（
四
名
ま
で
）
を

復
信
の
表
面
に
ご
自
分
の
住
所
、
氏

名
を
明
記
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

（
復
信
の
裏
面
に
は
何
も
記
入
し
な

い
で
く
だ
さ
い
）
一
枚
の
お
申
し
込

み
で
四
名
ま
で
ご
入
場
で
き
ま
す
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

【
応
募
あ
て
先
】
〒
九
五
〇
　
新
潟

市
新
光
町
四
－
一
　
新
潟
県
交
通
資

源
対
策
課
内
「
北
越
急
行
開
業
準
備

会
・
小
沢
昭
一
講
演
会
」
係

【
応
募
締
切
】
四
月
十
四
日
必
着

8
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婦

②
切
健

暑
保

こ
こ
ろ
あ
た
た
め
て
え
～

　
　
　
　
　
　
　
　
1
い
こ
い
の
場
よ
り
ー

　
こ
の
冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

猛
威
を
振
る
い
、
体
調
を
崩
し
て
た

い
へ
ん
な
思
い
を
し
た
人
も
多
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
、
い
か

か
で
し
た
か
。

　
ま
だ
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
人
は
、

あ
っ
た
か
～
く
し
て
よ
く
休
ん
で
早

く
元
気
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
も
う
冬
も
終
わ
り
で
す
が
、
冬
と

い
え
ば
、
特
に
お
年
寄
り
は
家
に
閉

じ
こ
も
り
か
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
よ
ね
。
す
る
と
、
と
っ
て
も
と
っ

て
も
長
～
い
冬
に
な
っ
て
し
ま
う
わ

け
で
す
。
そ
し
て
、
な
ん
と
な
く
モ

ン
モ
ン
と
過
ご
し
て
い
る
と
、
体
の

健
康
に
も
心
の
健
康
に
も
影
響
し
て

く
る
ん
で
す
ね
。
よ
く
言
う
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
か
「
ど
こ
が
ど
う
っ
て
や

ね
え
で
も
、
ど
っ
か
わ
り
い
み
て
だ
」

っ
て
ね
。
こ
う
な
る
と
、
よ
く
な
い

こ
と
ば
か
り
考
え
て
し
ま
い
ま
す
よ

ね
。　

そ
こ
で
、
冬
の
間
少
し
で
も
は
り

あ
い
が
持
て
れ
ば
と
、
平
成
2
年
度

か
ら
い
こ
い
の
場
を
開
い
て
い
ま
す
。

今
年
は
8
地
区
で
行
な
い
ま
し
た
。

（
小
荒
戸
、
田
沢
、
下
山
、
蒲
生
、

寺
田
、
室
野
、
峠
、
木
和
田
原
）

　
一
月
か
ら
三
月
ま
で
月
に
一
回
、

集
落
の
セ
ン
タ
ー
に
お
年
寄
り
が
集

ま
っ
て
、
血
圧
を
測
っ
た
り
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
手
わ
い

さ
（
ち
ぎ
り
絵
、
押
し
花
、
折
紙
な

ど
）
を
し
た
り
、
映
写
会
を
し
た
り

と
い
ろ
い
ろ
で
す
。

　
い
こ
い
の
場
を
開
く
に
あ
た
っ
て

は
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
あ
っ
た
か
い

こ
こ
ろ
が
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
区
長
さ
ん
、
老
人
会
長
さ
ん
、

食
推
さ
ん
、
保
推
さ
ん
、
婦
人
会
さ

ん
な
ど
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

々
で
す
。
内
容
の
企
画
や
参
加
の
お

誘
い
、
お
昼
の
支
度
、
ゲ
ー
ム
の
盛

り
上
げ
役
、
手
わ
い
さ
の
ち
ょ
っ
と

し
た
て
こ
な
ど
、
縁
の
下
の
ち
か
～

ら
も
ち
～
に
な
っ
て
い
ま
～
す
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
声
は
、

・
冬
瀞
難
護
感
纏
蕎
．

・
覆
轟
纏
裟
饗
嶺
奮
朝
黛
蓬
園
が
覚

め
総
、

・
家
懸
護
籔
饒
雄
寒
獄
談
蓬
な
燕
暴

濾
繕
難
鐙
．

・
体
操
奮
藩
蓬
体
継
軽
叢
な
懸
癒
建
、

・
鑑
羅
懸
難
縢
籟
懸
が
裟
葛
襟
羅
護
。

・
饗
癒
懸
講
蟻
驚
趨
鞍
藩
鞍
癖
驚
難

　
濫
機
薮
懸
灘
戴
懸
欝
鶏
懸
欝
灘
羅

難
藏
．
、

・
蘇
欝
難
お
願
鱒
畿
議
蓄
。

な
ど
な
ど
で
、
声
を
聞
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
も
、
ニ
コ
ニ
コ
と
う
れ

し
そ
う
で
す
．

　
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
冬
は
、
お
互

い
に
楽
し
く
過
ご
し
て
、
春
を
迎
え

ま
し
ょ
・
つ
。

　
”
こ
こ
ろ
、
こ
お
ら
せ
て
え
～
”

な
ん
て
歌
が
あ
り
ま
す
が
、
松
代
町

で
は
、
　
”
こ
こ
ろ
、
あ
た
た
あ
め
て

え
～
”
と
歌
い
ま
し
ょ
つ
！

こ
こ
ろ
の
風
邪
に
も
気
を
つ
け
て
ネ
。

　
　
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ

　
林
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
、
か
ら

だ
は
雀
く
ら
い
に
小
さ
い
の
に
、
そ

の
尾
は
何
倍
も
の
長
さ
の
小
鳥
が
木

の
枝
を
縫
う
よ
う
に
し
て
飛
び
回
り

「
ビ
ー
ッ
ビ
ー
ッ
、
ヨ
イ
チ
ベ
ェ
、

ジ
ィ
ジ
、
コ
イ
コ
イ
コ
イ
」
と
い
う

寄
妙
な
声
で
鳴
く
も
の
に
出
会
う
も

の
で
す
。

　
こ
れ
は
、
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
と
い

う
ヒ
タ
キ
科
の
夏
鳥
で
、
南
方
か
ら

渡
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
こ
の
鳴
き
声
を
「
月
日
星
ホ
イ
ホ

イ
ホ
イ
」
と
聞
き
な
し
て
、
三
つ
の

光
を
上
げ
る
の
で
『
三
光
鳥
』
と
い

』

〆

▲

サンコウチョウ

う
こ
と
で
、
　
「
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
」

と
名
付
け
ぢ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
と
は
別
の
ス
ズ
メ
科
の
標
鳥

で
あ
る
「
イ
カ
ル
」
の
こ
と
を
『
三

光
鳥
』
と
い
う
別
名
で
呼
ぶ
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
と
い
う
の
は
こ
の
鳥
の
声
を
「
ツ

キ
ー
ヒ
ホ
ー
シ
（
月
日
星
）
」
と
聞

き
な
し
て
い
る
の
で
す
。
イ
カ
ル
は

そ
の
ほ
か
に
「
お
菊
二
十
四
」
　
「
い

い
子
欲
し
い
」
　
「
四
六
・
二
十
四
」

と
も
聞
き
な
し
ま
す
か
ら
面
白
い
も

の
で
す
ね
。

　
さ
て
、
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
が
『
与

市
兵
エ
爺
イ
、
来
い
来
い
来
い
」
』
と

鳴
く
の
は
、
歌
舞
伎
の
『
忠
臣
蔵
』

の
中
の
「
山
崎
街
道
の
段
」
で
悪
人

定
九
郎
が
与
市
兵
エ
爺
さ
ん
を
殺
し

て
縞
の
財
布
を
奪
う
場
面
が
あ
り
、

こ
れ
を
悔
や
ん
だ
定
九
郎
が
、
鳥
に

な
っ
て
詫
び
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
．

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
小
鳥
の
声

か
ら
連
想
し
、
い
ろ
ん
な
人
間
語
に

聞
き
な
し
て
み
る
と
興
味
は
尽
き
ま

せ
ん
．

　
　
　
　
　
　
〈
イ
カ
ル

（カットは

高橋八十八氏）

鹸

》
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Good　aftemoon！
　　　　　　　　　　　　I　have　a　dream．

6ライオンズクラブ共同主催

海外派遣英語弁論大会

栄
冠
は
、
松
高
一
年
生

小
林
桂
子

佐
藤
友
紀

さ
ん
（
松
代
）

さ
ん
（
浦
田
）

〉
高
橋
松
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
を

　
囲
ん
で
、
向
っ
て
左
が
小
林
さ
ん
、
右
が
佐
藤
さ
ん

捻
．

　
二
月
九
日
、
ふ
る
さ
と
会
館
で
は

Y
E
生
海
外
派
遣
英
語
弁
論
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
．

　
発
表
者
は
、
十
日
町
、
川
西
、
松

之
山
、
松
代
の
各
高
校
か
ら
選
ば
れ

た
十
人
の
女
子
高
校
生
。
テ
ー
マ
は

「
私
の
夢
」
、
十
分
以
内
に
英
語
だ

け
で
発
表
し
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、

午
前
中
の
面
接
審
査
に
加
え
、
英
語

の
発
音
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ア

ク
セ
ン
ト
、
表
現
の
し
か
た
な
ど
を

関
谷
力
教
育
委
員
長
な
ど
四
人
の
審

査
員
が
厳
正
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
マ
レ
ー
シ
ア
四
十
日
間
の

海
外
派
遣
生
に
は
、
松
代
高
校
一
年

の
小
林
桂
子
さ
ん
（
松
代
）
と
佐
藤

友
紀
さ
ん
（
浦
田
）
の
二
人
が
選
ば

れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
高
橋
貢
一
審
査
委
員
長
は
「
甲
乙

つ
け
難
か
っ
た
。
選
に
も
れ
た
方
も

機
会
は
ま
だ
い
く
ら
で
も
あ
る
の
で

語
学
を
通
じ
、
世
界
に
視
野
を
広
め

る
た
め
さ
ら
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
特
に
、
原
稿
の
な
い
英
会
話
の

実
践
は
大
切
。
常
日
ご
ろ
の
訓
練
も

怠
ら
ぬ
よ
う
…
。
テ
ー
マ
の
「
夢
」

は
生
き
る
た
め
の
心
構
え
。
そ
れ
は

具
体
的
な
職
業
で
実
現
す
る
と
思
い

ま
す
。
」
と
講
評
し
次
回
は
男
子
の

参
加
も
…
と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
の
夢
は
、
母
の
友
人
の

ア
メ
リ
カ
行
ぎ
の
経
験
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
で
、
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
人

々
と
接
し
い
ろ
い
ろ
な
国
を
知
り
た

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
言
葉
や
文
化
を
勉
強
し
、
世
界
を

つ
な
ぐ
友
好
の
か
け
橋
に
な
る
た
め

努
力
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
小
学
校
の
こ
ろ
、

都
会
か
ら
短
期
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

転
校
し
て
き
た
友
人
が
、
ク
ラ
ス
や

授
業
に
な
じ
め
ず
辛
い
日
々
を
送
っ

て
い
る
の
に
、
彼
女
を
助
け
ら
れ
な

か
っ
た
苦
い
経
験
か
ら
、
小
学
校
の

先
生
に
な
り
た
い
と
い
う
も
の
で
し

た
。
そ
し
て
、
彼
女
の
よ
う
な
子
ど

も
の
寂
し
さ
や
辛
さ
を
減
ら
し
、
自

分
で
喜
び
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

お
手
伝
い
を
し
た
い
と
い
う
も
の
。

そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
か
ら
信
頼

さ
れ
、
子
ど
も
を
信
頼
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
結
び
ま
し
た
。

　
こ
の
英
語
弁
論
大
会
は
、
六
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
十
日
町
、
川
西
に

い
が
た
、
十
日
町
平
成
、
中
里
に
い

が
た
、
松
之
山
、
松
代
）
の
共
同
事

業
、
今
年
で
三
回
目
と
な
り
ま
す
。

一
昨
年
は
十
日
町
、
昨
年
は
川
西
が

会
場
と
な
り
、
今
回
松
代
で
初
開
催

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
地
域
の
発
展
と
青
少
年
健
全
育
成

の
見
地
か
ら
旺
盛
な
活
動
を
続
け
る

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
、

高
校
生
に
夢
を
与
え
て
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　慧　　　　　　　　　　　　　　　　　織　　　　　　　　　　　　　　　　讐　　　　　　　　　　　　　　鑓　　　　　　　　　　　　　鑛　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　㈱　　　　　　　　　懸　　　　　　　　講　　　　　　　雛　　　　　趨　　　　繕　　　鍵　翻償饗　　　　　　　　　囲　　　　　　　　臓　　　　　　　用　　　　　　轍

　　　　鑓
　　　岡　　冊踊礁　　　　　　　　動　　　　　　　運　　　　鼎防　　澱欝

は
日
を
。

い
火
い

強
き
な

の
た
し

＠

1み、

Z／
◎
角
、

　
　
　
　
　
ロ

は
い
　
い

に
す
　
な

ブ
や
を
け

　
一
え
の
づ

ト
燃
も
近

⑭

，一

0

“

　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
で
い

　
　
や
一
な

は
チ
タ
せ

に
ツ
イ
ば

供
マ
ラ
遊

㊥

肇㍗
〃

1

　
　
を

や
の
て
・

こ
こ
捨
い

ま
ば
げ
な

麟
投
し
費
ウ

＠コ足配線は

　しなし￥。

、
　
。
・
、
賜

，
姻
ー
，

卜

，
勇

梛
響
セ
∵
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ま
え
の
い
．
㌧
．
・
』
．

の
燃
も
な
●
．
「

＠
　
緬
蕩

　
　
　
　
　
ト

心
の
ツ

廊
つ
イ

の
杉
．
朴

潔

㊧ぶらを

　　揚げるとき
　　その場を
　　離れない。

。
ノ
．
弟

ノ

鯨
り
“

磯幅o

10



趣味で集う1
　　千年でも手芸教室

　
二
月
二
十
一
日
、
千
年
公
民
館
で

は
、
六
人
の
ご
婦
人
が
楽
し
そ
う
に

『
手
芸
教
室
』
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
。　

こ
の
手
芸
教
室
の
皆
さ
ん
は
、
文

　
し
　
し
ゅ
う

化
刺
繍
を
学
ん
で
い
ま
す
。
二
月
八

日
か
ら
始
め
て
、
こ
の
日
で
三
回
目

と
な
り
ま
す
。

　
講
師
は
、
松
寿
大
学
で
切
り
絵
の

指
導
を
担
当
し
て
い
る
莇
平
の
高
橋

利
助
さ
ん
。
高
橋
さ
ん
は
「
松
寿
大

学
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
教
室
で
、
や

り
直
し
の
き
か
な
い
切
り
絵
や
ち
ぎ

り
絵
よ
り
も
、
糸
を
ほ
ど
け
ば
初
め

か
ら
で
き
る
文
化
刺
繍
を
選
び
ま
し

た
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
六
十
の
手
習
い
で
す

よ
。
　
『
学
ぶ
楽
し
さ
』
を
感
じ
て
い

》
作
品
を
囲
ん
で

ま
す
。
戦
後
は
、
材
料
も
ゆ
と
り
も

な
か
っ
た
の
で
夢
の
よ
う
で
す
。
春

に
な
れ
ば
、
ま
た
忙
し
く
な
る
の
で

こ
の
時
期
が
一
番
。
ボ
ケ
防
止
に
も

一
役
買
っ
て
い
る
の
で
は
…
。
」
と

話
し
な
が
ら
、
富
士
山
や
花
、
家
紋

な
ど
に
挑
戦
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
材
料
費
は
、
針
や
糸
、
額
な
ど
全

部
で
一
万
円
程
と
の
こ
と
で
す
が
、

時
間
を
見
つ
け
て
は
い
つ
で
も
始
め

ら
れ
る
し
途
中
で
も
止
め
ら
れ
る
、

完
成
し
た
時
の
喜
び
は
言
い
表
せ
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
手
軽
に
し
か
も
楽
し
み
な
が
ら
で

き
る
手
芸
、
手
先
を
使
う
こ
と
で
老

化
防
止
に
も
効
果
的
と
の
こ
と
で
す
。

冬
の
一
日
、
あ
な
た
も
試
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

十日町地域広域事務組合

　　消防本部に変わります

　火災や救急の「119番通報」は、十日町消防本部に

入りますが、出動はいままでどおり、松代・松之山分

遣所からの出動となります。

なお、携帯電話からの通報は

　3月31日まで東頸消防署　02559（2）0119

　4月1日から　十日町消防本部　0257（57）1555

　　　　松代分遣所は（7）2310です。

十日町地域消防本部

”
甜

畢出動指令

9＼釦
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「　松代・松之山分遣所
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一
●●●●

尋出動指令

松代・松之山分遣所

　
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
、
毎
月
一

回
開
講
し
て
い
る
『
松
寿
大
学
』
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
松
寿
大
学
は
、
満
六
十
歳
以
上
の

方
な
ら
、
い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も

仲
間
に
な
れ
ま
す
。

　
開
講
日
の
午
前
は
、
専
門
講
座
で

実
用
書
道
、
墨
絵
、
俳
句
、
粘
土
樹

脂
、
切
り
絵
、
ち
ぎ
り
絵
の
六
講
座

の
中
か
ら
お
好
き
な
講
座
ひ
と
つ
を

選
ん
で
活
動
し
ま
す
。

　
午
後
か
ら
は
一
般
教
養
講
座
で
、

講
師
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、
法
話
や

落
語
な
ど
を
聞
き
ま
す
。

　
視
察
と
研
修
を
兼
ね
た
日
帰
り
旅

行
と
一
泊
旅
行
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
入
学
金
は
、
年
二
千
円
（
入
学
金

千
円
、
バ
ッ
チ
・
名
札
各
五
百
円
）

な
お
、
以
前
入
学
さ
れ
た
方
は
、
入

学
金
千
円
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

松
代
町
公
民
館
内
　
松
寿
大
学
小
山

事
務
局
長
ま
で
　
智
七
－
二
三
〇
一

将
棋
大
会
結
果

2
月
9
日
　
総
合
セ
ン
タ
ー

五四三二一
位位位位位

米
持
　
敏
雄
（
室
野
）

高
野
　
義
男
（
松
代
）

小
堺
勇
治
郎
（
室
野
）

石
野
　
英
二
（
木
和
田
原
）

小
堺
　
義
輝
（
儀
明
）

囲
棋
大
会
結
果

　
　
　
　
2
月
2
3
日
　
渋
海
荘

A
ブ
ロ
ッ
ク

一
位
　
齋
木
　
賢
秀
（
室
野
）

二
位
　
寺
崎
　
直
孝
（
松
代
）

三
位
　
関
谷
　
光
夫
（
松
代
）

B
ブ
ロ
ッ
ク

一
位
　
樋
口
　
昭
一
（
松
代
）

二
位
　
石
野
　
　
勝
（
木
和
田
原
）

三
位
　
小
堺
陽
七
郎
（
室
野
）

C
ブ
ロ
ッ
ク

一
位
　
柳
　
藤
十
郎
（
松
代
）

二
位
　
高
橋
　
清
丸
（
福
島
）

三
位
　
佐
藤
　
武
則
（
千
年
）
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O

宮

1こ

睾侮り
’

士，じ、

（
下
山
・
堤
）

郎

千
葉
県
流
山
市
在
住

　
北
越
北
線
開
通
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
「
松
代
に
鉄
道
を
！
」
の
発
想
が

昭
和
六
年
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
か
ら

今
日
の
開
通
ま
で
の
半
世
紀
以
上
、

激
変
に
次
ぐ
激
変
の
な
か
を
、
世
相

が
ど
う
変
わ
ろ
う
と
努
力
し
、
実
現

に
こ
ぎ
つ
け
た
先
達
や
大
勢
の
方
々

に
は
敬
意
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
「
豪
雪
に
よ
る
陸
の
孤
島
」
と
い

わ
れ
た
松
代
に
、
遂
に
鉄
道
開
通
。

そ
の
喜
び
は
、
東
京
松
代
会
発
行
の

会
報
で
記
念
特
集
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
、
豪
雪
に
よ
る
孤
島
で
あ

る
が
ゆ
え
の
戦
う
苦
し
み
が
切
々
と

綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
豪
雪
地
に
念
願
の
鉄
道
が
開
通
す

る
と
い
う
夢
が
実
現
し
、
寄
稿
し
た

す
べ
て
の
人
は
喜
び
の
活
字
を
紙
面

が
踊
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
北
越
北
線
は
、
鉄
道
雑
誌
に

も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
半

世
紀
以
上
も
の
長
い
間
の
悲
願
で
あ

る
ほ
く
ほ
く
線
は
、
長
く
か
か
っ
た

反
面
、
現
代
の
高
度
な
技
術
と
設
備

が
取
り
入
れ
ら
れ
、
新
幹
線
に
匹
敵

す
る
ほ
ど
立
派
な
も
の
が
完
成
さ
れ

た
の
だ
と
い
い
ま
す
。

　
そ
の
列
車
は
、
首
都
圏
の
通
勤
電

車
と
異
な
り
乗
用
車
に
も
負
け
な
い

乗
り
心
地
、
快
適
さ
、
い
ろ
い
ろ
と

工
夫
さ
れ
た
車
両
と
の
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
列
車
時
刻
表
の
路
線
図
に

も
『
ま
つ
だ
い
』
が
載
り
、
日
本
中

の
人
が
松
代
の
位
置
を
簡
単
に
確
か

め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
だ
け

で
、
も
は
や
胸
は
高
鳴
り
ま
す
。
そ

の
豪
華
な
電
車
で
松
代
駅
に
降
り
た

ら
、
感
激
で
声
よ
り
先
に
涙
が
出
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
北
越
北
線
の
開
通
、
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
、
故
郷

松
代
の
緑
豊
か
な
自
然
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
、
川
に
自
然
と
魚
が
集
ま

っ
て
く
る
よ
う
な
環
境
豊
か
な
町
、

人
も
集
ま
り
繁
栄
す
る
町
と
な
る
こ

と
を
祈
り
ま
す
．

》
9
6
・
9
・
8

東
京
松
代
会
は
ぜ
釣
り
大
会

　
　
屋
形
舟
の
上
で
、
奥
さ
ん
と

　　舜※感東京

だより

3／22ほくほく線開業記念式典

　　　　ふるさと会館前広場

　　午後1時集合　東京松代会

　　テント幟が目印です。

4／15第2回企画委員会

　　　　　　　於県人会館
　　①文化講演会関係打合せ

　　②冬の陣、ほくほく線

　　　　開業記念式典収支報告
《つどい》

★よもぎ会　4／5－6芝峠温泉

連絡先　若井謙一暦03－3718－1021

★千年会　4／13上野蓬来閣
連絡先　佐藤繁夫盈03－3930－8241

★菅刈親睦会　4／13　上野吉池

連絡先　片山徳重奮045－501－5984

★東京奴奈川会　4／20

　　　　　信濃町　千日谷会堂

連絡先　小堺満三暦0425－72－4708

※いずれも多数ご参加ください。

《趣味の会》

☆観劇　4／6　新派「歌行燈」

　泉鏡花作、水谷八重子主演

　国立劇場　どなたもお気軽に

　お申し込みください。

連絡先　市川昭二盈03－3999－3001
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。
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に
は
鋭
い
と
げ
が
あ
る
。
秋
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形
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光
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。
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。
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　　　　り　　な
　中沢里奈駄
5歳・木和田原・へいだ

鮮

　　　り　　な
相澤里奈駄

5歳・松代・清瀬屋

へ一ル・ボップすい星

ライトダウンキャンペーン

　1995年7月に発見された新彗

星「へ一ル・ボップ彗星」が、

4月初め太陽に再接近します。

　明るさはマイナス2等級まで

上が｝）、肉眼でもはっき｝）観察

できるようになると予測されて

います。これを機会に、彗星の

観察と、そのための町のライト

ダウン（屋外照明縮小）を呼び

かける全国的なキャンペーンが

展開されています。

☆ライトダウンのわけは？

　地上のさまざまな照明の光が

漏れて周囲にまぶしさを感じさ

せたり、動植物の生態など環境

に悪影響を与えたりする状態を

「光害（こうがい）」と呼びま

す。照明光が上空の水蒸気や汚

れた大気などに跳ね返されて、

空が明るく見える現象も光害の

一つ。都市部で小さな星が見え

にくいのもこの光害のせいです。

　キャンペーンでは、へ一ル・

ボップ彗星が接近するこの時期

に、各地の商店組合や事業者、

市民の方々に屋外照明のライト

4月1日
　　　～6日

ダウンを呼びかけています。彗

星を観察しやすい環境を整える

とともに、光害をはじめとする

身近な大気環境について皆さん

に考えていただくことがその目

的です。一人一人が光害に対す

る理解を深めることによって、

美しい星空が取り戻せるだけで

なく、省エネルギーや大気汚染

の抑制に関する取組のきっかけ

となることが期待されています。

☆1トール・ボップすい星とは？

　1995年7月にアメリカのへ一

ル氏とボップ氏が相次いで発見

した新彗星。g7年4月1日に太

陽に接近する時の光度はマイナ

ス2等級（おおいぬ座のシリウ

スより明るい）、86年2月に現

れたハレー彗星の約百倍ほどの

明るさになると予想されていま

す。観察条件が良いのは3月末

から4月初めまで。地平線から

高さ30度付近の北西の空、アン

ドロメダ座とカシオペア座の間

を東へ移動していきます。

新郵便番号制

平成10年2月から

7ケタになります

集落藩 郵便番号

松　　　　桟 942－1526

那　荒　鐸 942－1523

太　　　　畢 942－1527

蓉　　　　期 942－1521

留　　　　沢 942－1522

那　蟹　蹴 942－1514

池　芝　懸 942－1515

解　　　　曲 942－1513

帯　　　　無 942－1524

池　　　　尻 942－1525

会　　　　沢 942－1543

溝　　　　撫 942．1542

楓　　　　曲 942－1541

蓬　　　　璽 942－1544

葉　　　　曲 942－1512

海　．　　毯 942－1511

糞　　　　伏 942－1504

蓋　　　蜷 942－1503

持　桐　曲 942－1502

滝　　　　沢 942－1501

中　　　　離 942－1506

蕃　　　　島 942－1505

囲　騒　倉 942－1533

紬　　　　納 942－1532

筋　　　．平 942－1531

議　　　　囲 942－1537

霜　　　　羅 942－1535

蒲　　　　盤 942－1534

儀　　　　明 942－1536

福講・、奈簗嚢 942－1354

嚢羅蝉憾灘 942－1353

蘇 942－1351

轍禰囲原 942－1352
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　　　　　　　　　　騨

鱈

みんなで見てネ！

繕欝難糠開業認懸警維

「レールでつなぐ

　　　　褻・毒翻

【日時】3月20日㊧春分の日

　　　　　午後5時～1時間
【放送局】B　S　Nテレビ

【リポーター】ラジオ人気番組

　　「ミュージックポスト」の

　パーソナリティ大倉修吾さ

　んと立川昇子さんです。

【内容】開業直前のほくほく線

その歴史や喜びの声、沿線市

町村の魅力や観光スポットを

紹介します。

　日本海沿岸都市で初公演！

世界最高峰のソプラノ歌手

　キャスリーン・バトル

　　ソプラノリサイタル

【日時】5月4日（日）18：30～

【会場】上越市　上越文化会館

【入場料】　（全席指定）

　　　S席　￥10，000円

　　　A席　￥8，000円

　　　B席　￥6，000円
【予約受付】　3月31日まで

　　　　（上越文化套館のみ）

【前売り券発売】4月1日から

【お問い合わせ・お申し込み】

上越文化会館　智0255－25－4103

　　　　　　FAXO255－25－4105

15

　　一平成9年度一
　県政モニター募集！・

【県政モニターの仕事】

①アンケート調査・テーマ通信

　への回答　（1年に3回）

②随時通信（県政に対する

　　　　建設的な意見・要望）

③交通通信（交通安全と秩序）

④モニター会議への出席

【応募資格】

　平成9年4月1日現在、20歳
　以上の県民で次の方を除く

①議会の議員・公務員

②県の委嘱した他のモニター

【モニター数】

200名（一般公募者と市町村長

　　　推薦者から地域、性別

　　　年齢等を参考に選考）

【任期】平成10年3月31日まで

【謝礼】年間　5，700円

【応募方法】はがきに、①住所

　②氏名（ふりがな）③年令④性

　別⑤職業（職種が分かるよう

　に詳しく）⑥電話番号⑦応募

　の動機（100字以内）を記入し

　て申し込んでください。

【締切】3月31日当日消印有効

【問い合わせ・申込み先】

〒950－70県庁総務部広報広聴課

　智　025－285－5511内線2116
　　　　　　　　　　　　、

リージョンプラザ上越より

■アイスアリーナー般開放休止

　長野オリンピック前大会1997

ショートトラックスピードスケ

ート選手権大会の練習会場とな

り、オランダなど3力国の選手

が3月22日～26日に来館し練習

をします。製氷などの準備期間

もあるので、18日から26日まで

一般の開放はいたしません。

■レジャープールやコンサート

　ホール、上越科学館などは、

　春休み期間中（3／25～4／6）

　休まず開館します。

　また、冬期間休ませていただ

　きました宇宙体験カプセルは

　3月15日から運転再開します。

■詳しくは、上越文化会館まで

智　0255－44－2122　　FAX　44－0441

　盈サービス　0255－43－8155

ほくほく線のキャラクター

愛称名は『ホックン』

＼のへ

2月14日に

決定しました。

応募総数

　　2，689件

作品総数

　　1，308件

同名は

85件

（ホックン）

　　青年海外協力隊

　　　　募集説明会

　青年海外協力隊は、自己の有

する技術や経験を活かして、ア

ジア、アフリカ、中近東、中南

米、大洋州及び東欧諸国の国造

りに協力する青年の海外ボラン

ティア活動です。昭和40年度か

ら始まった国の事業で、すでに

62力国に16，600名を越える青年

男女が派遣され、目下55力国に

2，400名が活躍中です。

　募集説明会では、協力隊事業

の紹介映画の上映、帰国隊員の

体験報告、応募要領の説明や個

別相談等を行います。

　　＊＊募集説明会＊＊

4月18日

4月24日

5月7日
5月11日

5月12日

5月20日

万代市民会館

長岡商工会議所

柏崎勤労青少年ホーム

佐渡島開発総合センター

万代市民会館

リージョンプラザ上越

　＊＊応募要領の概略＊＊
【資格】

20歳以上39歳までの日本国籍を

持つ心身ともに健康な青年男女

【募集期間】

　平成9年4月15日～5月31日
【応募方法】青年海外協力隊所

定の願書を協力隊事務局に5月

末日までに提出（消印有効）

【募集規模】約160職種800名

【派遣前訓練】約80日間

【派遣期間】原則として2年間

【待遇等】現地生活費等は青年

海外協力隊事務局で負担します

【問い合わせ】　町教育委員会

　　　費　7－2301　　FAX　7－3905
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都
市
部
で
は
身
近
な
自
然
が
急
速

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
東
頸
城
（
松

代
）
で
は
幸
い
な
こ
と
に
、
豊
か
な

自
然
（
都
市
生
活
者
が
、
貴
重
だ
と

感
じ
る
澄
ん
だ
空
気
、
美
味
し
い
水
、

小
動
物
、
山
野
草
等
）
が
あ
た
り
ま

え
に
存
在
し
時
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
さ
ん

　
　
　
　
　
人

響
2
昌
浩秋田浩人モ

（松代・下町住宅）

　
国
土
の
将
来
像
に
関
す
る
調
査
結

果
で
は
、
全
体
で
4
2
％
、
都
市
部
で

は
実
に
5
6
％
の
人
が
「
現
在
住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
よ
り
、
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
と
こ
ろ
」
を
選
ぶ
回
答
が
出

て
い
ま
す
。
私
も
、
5
6
％
の
一
人
で

あ
り
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
東
頸

城
（
松
代
）
で
生
活
で
き
、
と
て
も

満
足
し
て
お
り
ま
す
。

　
ー
タ
ー
ン
は
、
現
代
社
会
に
お
い

て
は
、
ま
だ
現
実
的
に
厳
し
い
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
新
潟
県
が
推
進
す

る
「
人
材
登
録
制
度
」
等
で
、
移
住

実
現
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
地
方
へ
の
脱
出
意
識

は
、
統
計
的
に
見
て
も
、
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
の
意
識
の
高
ま

り
と
相
乗
効
果
的
に
、
年
々
着
実
に

伸
び
続
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
意
識
」
は

長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
と
な
り
、
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
は
明
確
で

す
。
都
市
部
な
ど
人
工
的
な
環
境
で

生
ま
れ
育
っ
た
人
（
本
当
の
自
然
を

知
ら
な
い
人
）
が
多
数
を
占
め
る
現

代
社
会
で
は
、
自
然
性
の
高
い
地
域

で
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
然
を
体
験
し

た
い
と
い
う
願
い
が
急
速
に
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
「
日
常
的
現
実
か
ら

の
開
放
を
助
け
、
安
ら
ぎ
を
与
え
て

く
れ
る
…
…
Q
」

　
都
市
部
の
人
た
ち
は
、
こ
う
し
た

豊
か
な
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
べ
ー
ス

地
と
な
り
う
る
環
境
を
求
め
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
松
代
で
あ
り
た
い
…
…
。

　
『
ー
タ
ー
ン
住
民
』
の
夢
は
広
が

り
ま
す
。

※
（
係
注
）
1
夕
ー
ン
ー
1
都
会
か
ら

直
接
、
地
方
へ
移
住
す
る
こ
と
。

∪
夕
ー
ン
ー
1
地
方
↓
大
都
市
↓
地
方

J
タ
ー
ン
ー1
地
方
↓
大
都
市
↓
そ
の

後
、
中
都
市
へ
移
住
す
る
こ
と
。

　男　2，331人　（一2人）

　女2，378人（一8人）
　計4，709人（一10人）
世帯数1，474世帯（＋3世帯）

　出生1人　　死亡3人
　転入5人　　転出13人
　　　（9年2月末日現在）

一人ロの動き一

固團窃團回
（1月26日～2月25日受付）

　げんきな良い子に（出生）

柳　諏㌧　豊・節子凱
　　　　（女の子・苧島・おき）

ご冥福を祈ります（死亡）

関谷　イ子㌦　93歳
　　　　　　（松代・もへいじ）

山岸ムメノ凱　　85歳

　　　　　　（木和田原・でと）

関谷ミチ子㌦　　51歳

　　（松代・さぶろうざえもん）

若月　　實哉　72歳
　　　　　　（海老・たばた）

（（（訂正とお詫び）））

　先月号の出生欄で誤植があり

ました。佐藤大人→佐藤大斗と

訂正し、謹んでお詫びします。

　また、この欄に掲載を希望さ

れない方は届け出の際に申し出

ていただくようお願いします。

　ロ総務課よりお知らせ■

　広報まつだい・議会だよりを

綴る簡単なファイルの在庫があ

ります。転居や転入で、必要な

方は総務課までおいでください。

　　oこわず
＊人は影が大事

　人問は人の見ているところで

は立派であっても、人目につか

なければおろそかになりやすい

から、そんな時こそ行いを立派

にするべきだといういましめ。

圃
園
圓
圃

▼
毛
利
元
就
が
生
ま
れ
て
五
百
年
。
毎

日
曜
日
に
放
送
さ
れ
る
N
H
K
ド
ラ
マ

が
楽
し
み
で
す
。
太
閣
記
な
ど
と
違
い

あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
地
名
や
多
く
の

登
場
人
物
に
少
し
戸
惑
い
ま
す
が
、
こ

の
機
会
に
苦
手
な
中
国
地
方
の
地
理
や

歴
史
も
覚
え
ら
れ
れ
ば
…
と
思
っ
て
い

ま
す
。
▼
三
月
は
卒
業
式
シ
ー
ズ
ン
、

出
稼
ぎ
の
父
を
迎
え
に
何
時
間
も
歩
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
春
、
五

十
名
の
皆
さ
ん
が
義
務
教
育
を
終
え
、

大
き
な
希
望
を
胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に

進
み
ま
す
。
ほ
く
ほ
く
線
開
業
も
歴
史

的
で
す
が
子
ど
も
達
に
と
っ
て
も
大
き

な
節
目
、
声
援
を
送
り
ま
す
。
▼
さ
て

二
十
二
日
は
い
よ
い
よ
開
業
。
列
車
利

用
で
時
間
距
離
が
伸
び
、
渋
滞
や
駐
車

場
の
心
配
、
交
通
事
故
の
不
安
も
な
く

な
り
ま
す
。
通
勤
、
通
学
、
楽
し
い
旅

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
甲
子
園
や
長
野

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
迫
っ
て
い
ま
す
。
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